
謹話話頭醍蒜

13 日 脚 �IO 日 田 �9 日 ㈱ �8 日 的 �7 日 的 �6 日 脚 �3 日 問 �2 日 ㈱ �3 月 1 日 ㈱ �28 日 的 �27 日 伯） �� 

曳 生 準 毛 皮 �別 噂 千 代 九 �木 守 旧 筋 �述 費 用 �尾 崎 間 陶 �士 別 府 没 木 �着 筆 皮 利 発 �鬼 子 ∠＼ 言 錆 �患 畔 広 減 糞 賞 �骸 ノ 季 芙 蓉 �善 業 菓 �新 〃「 中 央 � 

●† 西 日丁 ��区 

（1）

珊
開
脚
の
国
書

平
成
元
年
鹿
町
県
民
税
の
申

告
と
、
昭
和
六
十
三
年
分
所
得

税
の
確
定
申
告
の
相
談
・
受
け

付
け
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
も
れ
な
く
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
郵
便
で
「
申
告
に
つ
い
て

の
通
知
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
通

知
書
に
書
か
れ
て
い
る
必
要
書
類
な
ど

を
整
理
し
て
、
通
知
書
と
い
っ
し
ょ
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
方

町
県
民
税
の
申
告
受
付
日
程

で
も
昭
和
六
十
三
年
中
に
収
入
の
あ
っ

た
方
は
、
居
住
さ
れ
て
い
る
区
の
申
告

日
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

昨
年
確
定
申
告
を
し
て
所
得
税
を
納

め
た
方
や
事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
方
へ

は
、
す
で
に
若
松
税
務
署
か
ら
申
告
書

が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
告
の
期
日

が
町
県
民
税
の
申
告
日
と
異
な
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
受
付
日
程

●
配
偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て

配
偶
者
特
別
控
除
の
額
は
、
配
偶
者

の
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
申

告
に
は
配
偶
者
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
浅
識
課
へ

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4
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町営住専
入居者募集

合場　　所　虫生津西町

合戸　　敏1戸（2K風呂無し）

合申込締切　2月25日出

入居資格などに制限があります

ので、入居希望の方は役場総務課

管財係まで問い合わせてください。

（2）

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
に

強
制
抑
柳
田
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に

先
ご
ろ
、
「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
等
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
同

法
に
基
づ
い
て
、
戦
後
ソ
連
ま
た
は
モ

ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
方
で
日
本

に
掃
還
し
た
戦
後
強
制
抑
留
者
か
ま
た

は
そ
の
道
族
に
、
慰
労
品
（
書
状
・
銀

杯
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
方
々
の
う
ち
年
金
・
恩
給
な
ど
を

受
給
し
て
い
な
い
方
に
は
、
さ
ら
に
慰

労
金
と
し
て
十
万
円
（
二
年
償
還
の
記

名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

慰
労
品
の
贈
呈
と
慰
労
金
の
支
給

は
、
請
求
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

慰
労
品
・
慰
労
金
の
請
求
を
し
よ
う
と

す
る
方
は
、
請
求
書
類
に
必
要
な
添
付

書
類
を
添
え
て
「
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
」
あ
て
に
直
接
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
請
求
書
類
は
役
場
福
祉
係

に
用
憲
し
て
い
ま
す
。

●
請
求
書
の
送
付
先
お
よ
び
詳
細
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
業
務
第
二
諌

〒
1
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2
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京
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塚
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3
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1
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野
焼
き
が
始
ま
り
ま
す

2
月
1
8
日
～
3
月
5
日

二
月
十
八
日
か
ら
「
野
焼
き
」
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
病
害
虫
や
野
ね

ず
み
な
ど
の
巣
に
な
る
原
野
や
河
川
堤

防
、
あ
ぜ
な
ど
の
枯
れ
草
を
焼
き
、
質

の
よ
い
米
を
育
て
よ
う
と
す
る
も
の
で

す。

野
焼
き
を
行
っ
て
い
る
場
所
に
は
、

危
険
で
す
か
ら
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
短
で
視
界
が
悪
い
と
き
に

は
、
車
の
通
行
な
ど
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

役
場
産
業
課
農
政
商
工
係

7
、
4
0
0
円
×
3
回

4
月
～
1
2
月

7
、
7
0
0
円
×
9
回

・
さ
ら
に
希
望
し
て
付
加
保
険
料
（
毎

月
4
0
0
円
）
を
納
め
た
方
は

9
万
6
、
3
0
0
円

9
万
1
、
5
0
0
円
＋
4
、
8

0
0
円
（
4
0
0
円
×
1
2
回
）

な
お
、
六
十
三
年
度
分
を
四
月
に
ま

と
め
て
前
納
さ
れ
た
方
は
、
9
万
0
、

1
7
0
円
、
付
加
保
険
料
も
合
わ
せ
て

前
納
し
た
方
は
、
9
万
4
、
8
5
0
円

（
9
万
0
、
1
7
0
円
＋
4
、
6
8
0

円
）
に
な
り
ま
す
。

国
民
任
丁
金
の
保
険
山
科
は

社
会
再
保
険
料
控
除
と
し
て

所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

運
転
免
詐
証
の

有
効
期
限
は

昨
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
　
険
料
は

料
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の
所
得
接
除
　
・
毎
月
、
保
険
料
を
納
め
た
方
は

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
万
1
、
5
0
0
円

昨
年
－
年
間
に
あ
な
た
が
納
め
た
保
　
　
　
　
1
月
～
3
月

今
年
の
一
月
七
日
ま
で
に
交
付
さ
れ

た
運
転
免
許
証
は
、
有
効
期
限
が
「
昭

和
」
で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
「
平
成
」
の
応
当
年
に
読
み
替
わ
っ

た
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

有
効
期
限
を
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
、

更
新
手
続
き
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
＼

季
節の

窓

「
団
地
で
は
、
こ
の
季
節
に
な
る

と
、
毎
晩
き
ま
っ
て
遅
く
ま
で
電
気

が
つ
い
て
い
ろ
窓
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
受
験
生
の
家
な
ん
で
す
。
そ

し
て
受
験
生
は
、
互
い
に
同

級
生
の
窓
の
灯
を
気
に
し
な

り
の
あ
る
天
満
宮
な
ど
は
、
こ
の
季

節
に
は
梅
の
花
見
を
か
ね
た
参
拝
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

「
受
験
生
本
人
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
ほ
と
ん
ど
が

代
参
で
す
」
と
は
、
あ
る
神
主
さ
ん

の
話
。
そ
れ
も
、
孫
の
た
め
に
と
い

う
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
多
い
と
い
い
ま
す
。

合
格
祈
願
の
商
品
も
花
盛
り
。

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
ね
」
　
　
　
ヽ

と
は
あ
る
団
地
の
人
の
話
。

中
学
、
高
校
、
大
学
ば
か

り
で
な
く
、
小
学
校
、
幼
稚

園
の
受
験
生
も
真
剣
で
す
。

受
験
生
の
い
る
家
庭
で
は
、
　
　
S

こ
の
時
期
に
な
る
と
「
落
ち

る
」
　
「
滑
る
」
と
い
う
言
葉

を
禁
句
に
す
る
な
ど
、
た
い

へ
ん
な
緊
張
ぶ
り
で
す
。

神
頼
み
も
近
年
ま
す
ま
す

盛
ん
の
よ
う
で
、
特
に
学
問
に
ゆ
か

「
必
勝
」
の
鉢
巻
き
、
合
格

の
文
字
入
り
パ
ン
ツ
、
合
格

に
ち
な
ん
だ
五
角
形
の
鉛
筆

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
受
験
生

の
家
族
の
最
大
の
心
配
は
風

邪
で
し
ょ
う
。
む
や
み
に
暖

房
を
強
め
、
か
え
っ
て
の
ど

を
痛
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

す。

二
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月

間
で
す
。「

エ
ネ
ル
ギ
ー
上
手
に
使

っ
て
ほ
の
ぼ
の
ウ
イ
ン
タ
ー
」
の
標

語
の
も
と
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
適
正
な
温

度
で
暖
房
を
利
用
す
る
な
ど
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い

過
ぎ
は
、
無
駄
な
ば
か
り
で
な
く
、

大
気
汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
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（3）

＼
航
み
替
え
は

昭
和
蝕
年
　
－
　
平
成
元
年

昭
和
6
5
年
　
－
　
平
成
2
年

昭
和
飾
年
　
－
　
平
成
3
年

昭
和
6
7
年
　
－
　
平
成
4
年

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

福
岡
県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聴
き
す
る
た
め

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
如
歳

以
上
の
人
（
常
勤
の
公
務

員
を
除
く
）

●
任
　
期
　
4
月
～
来
年
の
3
月

●
応
募
方
法
　
役
場
企
画
課
の
窓
口
に

備
え
付
け
の
応
募
ハ
ガ
羊
か
、
官

製
ハ
ガ
羊
に
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
「
県

政
に
望
む
こ
と
」
を
記
入
の
う
え

投
函
の
こ
と

●
締
め
切
り
　
2
月
躯
日
（
火
）

●
応
募
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
総
務
部
広
報
課
内
「
県
政
モ

ニ
タ
ー
」
係
へ

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

＄

0

9
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（

6
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1
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1

1

1

1

在
宅
重
度
身
体
障
害
者

訪
問
診
査

巡
回
相
談
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し

い
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
の
方
を
、

医
師
が
訪
問
し
て
診
査
し
ま
す
。

●
珍
査
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
診

断
、
補
装
具
な
ど
の
診
断

そ
の
他
助
言
な
ど

●
期
　
日
　
3
月
初
旬

●
診
査
医
師
　
渡
辺
外
科
医
院

渡
辺
　
正
　
医
師

ご
希
望
の
方
は
、
二
月
一
一
十
五
日
ま

で
に
役
場
福
祉
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ

い

。

　

㊦

（

2

9

3

）

1

2

3

4

（
財
）
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

福
岡
県
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
韓
　
日
・
卓
球
（
一
般
・
盲
人
）

・
投
て
き
（
砲
丸
投
、
や
り
投
、
や

り
正
確
投
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
、
こ
ん
棒
投
）

●
会
場
と
日
時

・
サ
ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
．
ス
い
い
づ
か

飯
塚
市
柏
ノ
森
9
5
6
－
4

3
月
1
2
日
（
日
）
、
1
9
日
（
日
）

・
サ
ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
お
お
む
だ

大
牟
田
市
手
鎌
1
3
8
0
－
3

3
月
1
2
日
（
日
）
、
銃
口
（
日
）

各
会
場
と
も
1
0
時
ま
で
に
集
合

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
3
月
2

日
ま
で
に
役
場
福
祉
係
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
（
指
名
願
）
の
受
付

遠
賀
町
で
は
、
平
成
元
年
・
二
年

度
分
の
指
名
願
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間
2
月
鳩
目
～
3
月
鮪
日

8
時
5
0
分
～
1
7
時

（
土
曜
日
は
1
2
時
ま
で
）

郵
送
で
の
受
け
付
け
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

提
出
要
領
は
総
務
課
窓
口
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

●
提
出
先
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
町
役
場
総
務
課
管
財
係
ま
で

西

（

2

9

3

）

1

2

3

4

史
跡
散
歩
の
お
誘
い

●
目
　
時
　
2
月
1
8
日
（
土
）

9
時
1
0
分
遠
賀
川
駅
集
合

●
目
的
地
　
岡
垣
町
内
浦
酒
蔵
寺
周
辺

（
J
R
九
州
～
西
鉄
バ
ス
）

●
そ
の
他
　
交
通
費
、
昼
食
代
は
各
自

負
担
、
参
加
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
遠
賀
川
駅
に
集

ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
雨
天

の
場
合
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

お
気
環
に
ど
う
ぞ
。

●
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会

水
口
へ
＄
（
2
9
3
）
1
5
3
9



（4）

イ
ン
チ
キ
内
職

う
ま
す
ぎ
る
話
に
は
ご
用
心

報
酬
や
作
業
内
容

な
ど
の
確
認
を

「
簡
単
な
作
業
で
高
収
入
が
得
ら
れ

ろ
」
と
か
「
副
業
に
ピ
ッ
ク
リ
」
と
い

っ
た
広
告
に
つ
ら
れ
て
そ
の
気
に
な
り

い
ざ
始
め
て
み
る
と
、
材
料
費
な
ど
の

名
目
で
高
額
な
お
金
を
取
ら
れ
た
り
す

る
　
－
　
′
イ
ン
チ
キ
内
職
〟
の
被
害
に

遭
う
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

内
職
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
と
き
は

報
酬
や
作
業
内
容
、
納
品
時
期
な
ど
を

よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

″
イ
ン
チ
キ
内
職
〟
に
は
、
例
え
ば

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

目
立
つ
　
四
　
つ
　
の

悪
　
質
　
手
　
口

O
「
内
職
を
す
る
た
め
に
は
講
習
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
言
っ
て
、
高

い
受
講
料
を
納
め
さ
せ
る
。
さ
ら
に
頼

ん
だ
仕
事
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な

条
件
を
つ
け
て
買
い
た
だ
く
ぼ
か
、
「
出

来
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
」
な
ど
と
仕
上

が
り
具
合
を
問
題
に
し
て
、
買
い
上
げ

を
拒
否
す
る
。

O
「
高
額
の
工
賃
収
入
が
得
ら
れ
る

か
ら
」
と
誇
大
に
宣
伝
し
、
そ
の
た
め

の
機
械
を
市
価
の
二
倍
ぐ
ら
い
の
値
段

で
売
り
つ
け
る
。
そ
の
う
え
、
肝
心
な

工
賃
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
は
、
あ
い

ま
い
な
態
度
を
と
る
。

○
通
信
販
売
用
あ
て
名
書
き
の
内
職

の
場
合
、
報
酬
は
書
い
た
あ
て
名
の
件

数
で
は
な
く
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に

対
す
る
商
品
の
申
し
込
み
数
に
応
じ
た

歩
合
制
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
後
で
「
返
還
す
る
か
ら
」
と
担

保
金
を
取
り
、
内
職
を
や
め
て
も
な
か

な
か
返
そ
う
と
し
な
い
。

0
「
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
」
と
マ

イ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ
を
売
り
つ
け
た
り

習
わ
せ
た
り
し
て
、
講
習
料
を
取
る
。

被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
の
三
か
条

こ
の
よ
う
な
ク
イ
ン
チ
キ
内
職
〟
の

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
よ
う

な
点
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さい。1
、
一
人
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
家
族

や
知
人
に
相
談
す
る
。

2
、
仕
事
の
種
類
な
ど
契
約
内
容
を

十
分
に
確
か
め
る
。

3
、
内
職
を
依
頼
す
る
会
社
の
経
歴

信
用
状
態
な
ど
を
確
認
す
る
。

く
れ
ぐ
れ
も
、
う
ま
す
ぎ
る
話
に
ひ

っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
。

ご
相
談
の
窓
口
は

役
場
産
業
課
農
政
商
工
係

㊨
（
2
9
3
）
1
2
3
4

お
ん
が
短
歌
会
謙
茸

梢
高
さ
椋
の
裾
木
に
朝
日
さ
し

望
洋
と
し
て
銀
色
と
な
る

篠
本
と
な
り
し
万
作
枝
々
に

び
っ
し
り
蕾
を
つ
け
て
春
待
つ

棟
木
と
な
り
て
そ
び
ゆ
る
銀
杏
の
樹

照
ら
し
て
月
は
中
天
に
澄
む

庭
隅
に
八
ツ
手
の
花
咲
く
巌
の
碁

銀
杏
の
並
木
に
残
る
薫
も
な
し

裸
木
の
す
っ
く
と
立
ら
し
公
園
の

風
吹
く
な
か
を
吾
も
小
走
る

河
中
　
坊
喜
　
選

柴
　
田
　
　
　
房

白
　
石
　
一
夫

一

　

田

　

房

　

子

高
∴
崎
∴
咲
∴
江

井
　
口
　
絹
　
子

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田
　
幸
利
　
運

冬
帝
の
足
音
党
き
遠
賀
野
か
な

小
　
野
　
多
恵
子

沖
し
ぐ
れ
鶉
群
れ
翔
ぶ
河
口
堰

中
　
馬
　
千
代
女

枯
菊
を
焚
き
て
ど
っ
と
暮
れ
に
け
り

徳
　
永
　
小
代
手

寒
寮
な
る
星
ひ
と
つ
晃
ゆ
避
雷
針

三
　
村
　
妙
　
手

雪
ぞ
降
ろ
一
掬
打
壷
と
い
ふ
白
さ

玉
　
野
　
信
　
彦



広報おんが

野外活動をするということは、野性動物の

すみかに足を踏み入れるということでもあり
ます。動物は金属音が嫌いなので、クマやイ

ノシシに出くわしたくない人は、リュックに

鈴や鐘をつけて歩きましょう。

リス、ヤマネ、タヌキなどの小動物に出会

うのは楽しい。いいチャンスだから、驚かさ

ないように観察しよう。

北海道のヒクマは別として、動物のほうか

ら襲ってくることはまずない。しかし、出合

い頭にバッタリ出くわしたり、子連れの動物

のときは；主意しよう。あわてて逃げると本能

的に向かってく　ることがある。そんなときは、

けものの目をにらんで、ジリジリ後に下がっ

ていこう。相手が目をそらしたら勝ちだ。

野外生活の知恵
サ′tイ′tlL入99

▼人の道　　▼けもの道

野性動物が、水場に通った
り尾根を越えたりしているう

ちに、自然と道らしくなって

しまったのが「けもの道」。そ

んな道に迷い込んでしまうと

困ってしまう。

＿上の図のように、人の道は人間が立って歩

ける空間があいている。しかし、けもの適は、

見通してみると人間の腰の下くらいまで葦：や

枝が茂っている。

（5）

ガ
ス
機
器
の
使
用
は

室
内
の
換
気
に
注
意
し
て

一
年
の
内
で
最
も
冷
え
こ
む
こ
の
時

期
、
家
庭
で
は
ガ
ス
機
器
を
使
用
す
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
ガ
ス
機
器
の
使
用
に

ど
れ
だ
け
の
空
気
が
必
要
か
ご
存
知
で

す
か
。
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
一
時
間
使
用
す

る
に
は
ド
ラ
ム
か
ん
十
二
本
分
、
ガ
ス

風
呂
な
ら
五
十
本
分
の
空
気
が
な
い
と

完
全
燃
焼
し
ま
せ
ん
。

不
完
全
燃
焼
は
、
有
害
な
一
酸
化
炭

素
が
発
生
し
、
長
時
間
気
づ
か
す
に
い

る
と
中
華
を
起
こ
し
、
死
に
至
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。

湯
沸
か
し
器
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用

す
る
時
に
は
、
必
ず
換
気
扇
を
回
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
時
々
窓
を
開
け
て
室
内

の
空
気
を
入
れ
替
え
る
こ
と
も
大
切
で

す。
火
災
・
救
急
性
徴
（
1
2
月
中
）

（
　
）
内
は
昭
和
6
3
年
中

自
動
車
盗
に
ご
用
心

野
性
動
物
に
出
会
っ
た
ら

福
岡
県
内
で
の
自
動
車
盗
の
発
生
は

こ
こ
数
年
、
毎
年
二
千
件
を
越
え
、
さ

ら
に
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
被
害
原
因
で
最
も
多
い
の
か
、

「
キ
・
I
の
抜
き
忘
れ
」
で
六
十
三
パ
ー

セ
ン
ト
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ

っ
と
し
た
心
の
ス
羊
を
狙
っ
た
犯
行
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
大
切
な
愛
車
も
狙
わ
れ
て

い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
を
。

愛
車
へ
の
い
た
わ
り
示
す

ド

ア

ロ

ッ

ク

自
動
車
盗
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

軍
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
エ
ン
ジ

ン
キ
ー
を
抜
き
取
り
、
ド
ア
に
施
錠

を
し
ま
し
ょ
ヱ
ノ
。

荷
物
の
積
み
降
ろ
し
な
ど
の
た
め
に

一
時
的
に
車
を
離
れ
る
と
き
に
も
、

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
、
キ
ー
を
抜
き
取

り
ま
し
ょ
う
o

駐
車
は
車
庫
か
駐
車
場
を
使
用
し
、

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

駐
車
中
の
車
を
物
色
し
て
い
る
よ
う

な
不
審
な
人
や
串
を
見
か
け
た
と
き

に
は
、
す
ぐ
に
m
番
し
ま
し
ょ
う
。



広報蕎んが

ママの健康

コーナー

婦人衛生　の　話…

2月2伯は休みます

し尿・ゴミの収集日の
変更について

し尿の収集

●2月24日（釧こ予定されていた

地区（若松、鬼津、尾崎、今古賀

上別府、木守）は、翌日の25日出

に収集します。

●2月25日出に予定されていた

地区（尾崎、浅木）は、翌日の26

日（日）に収集します。

燃えるゴミの収集

（火・金曜収集地区）
●2月24日倹）にはゴミを出さな

いようお願いします。収集は翌週

の火曜日になります。

持　　内　対楊時期
参
風　　害諌言所同　日

母食体生申　9　2
子な重後央時月
手　ど・7　公3014
帳指身　力　民分　日“導長月　餌l　（

バ　　測1　10火
ス　　定12　　時）
タ　　’ヵ　　30

才　　離月　　分
ル　　乳児

内揚時期

容所間　口

［憂身させよう
みん房のカモ］

とびうめ国体まで

ぁとるヲ9日
発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場　　編　集　企画調整係　　印　刷　冷牟田印刷合資会社　（6）

田
中
産
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

今
回
は
、
前
回
に
続
い
て
排
尿
障
害

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

人
体
に
締
結
さ
れ
た
栄
獲
物
は
、
完

全
に
分
解
さ
れ
消
費
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
あ
と
に
残
っ
た
何
の
役
に
も
立
た
な

い
か
す
が
、
腎
臓
で
源
過
さ
れ
て
務
脱

に
潤
っ
た
も
の
が
尿
で
す
。

本
来
尿
は
無
菌
で
す
か
ら
、
も
し
不

潔
な
も
の
が
尿
道
口
か
ら
押
し
込
ま
れ

た
り
、
あ
る
い
は
大
腸
菌
が
大
腸
か
ら

遊
出
し
て
膀
胱
に
浸
入
す
る
と
炎
症
を

起
こ
し
ま
す
。
す
る
と
母
体
は
菌
に
対

抗
す
る
た
め
に
白
血
球
に
出
動
を
命
じ

ま
す
。
集
め
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
白
血

球
は
、
菌
を
取
り
囲
み
、
細
胞
内
に
取

り
込
ん
で
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し

て
ま
た
自
分
自
身
も
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
残
骸
が
膿
で
す
。

膿
が
尿
に
流
れ
込
む
と
、
尿
は
淡
く

な
り
排
尿
時
に
縮
み
を
感
じ
ろ
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
排
尿
後
も
、
ま
だ
尿

が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
消
え
ま

せ
ん
。
段
々
ひ
ど
く
な
る
と
尿
は
渡
厚

に
な
り
、
膀
胱
は
い
っ
そ
う
強
い
カ
で

収
縮
し
て
尿
を
し
ぼ
り
出
そ
う
と
し
て

耐
え
が
た
い
摘
み
に
襲
わ
れ
ま
す
。

大
腸
菌
の
中
で
も
毒
力
の
強
い
菌
の

と
き
に
は
、
膀
胱
壁
は
充
血
や
出
血
を

起
こ
し
、
血
尿
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま

す。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
足
腰
の
冷
え
る

と
き
や
冷
え
症
の
人
に
は
、
症
状
が
倍

加
し
ま
す
。
ま
た
、
一
度
膀
胱
炎
に
か

か
る
と
、
排
尿
時
の
痛
み
や
残
尿
感
を

恐
れ
て
排
尿
を
が
ま
ん
す
る
人
が
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
菌
の
繁
殖
を
助
け
ろ
こ

と
に
な
り
一
番
悪
い
こ
と
で
す
。

治
療
の
際
に
は
次
の
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

①
し
ろ
う
と
診
断
は
絶
対
に
せ
ず
、
医

師
の
診
察
と
症
状
に
合
っ
た
治
癒
を

受
け
る
こ
と
。

⑨
尿
憲
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
排
尿
す
る
こ

と。
⑨
水
分
を
多
く
取
っ
て
尿
を
薄
く
し
、

排
尿
縞
を
減
ら
す
こ
と
。

④
苦
痛
が
取
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
完
全

に
治
癒
し
た
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
検

査
を
繰
り
返
し
て
無
菌
に
な
る
ま
で

治
癒
を
や
め
な
い
こ
と
。

2
月
紳
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
鳩
時
0
0
分

役
場
保
健
室

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導

持
参
晶
　
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
か
ん

※
前
号
の
行
軍
予
定
表
に
は
、
二
月
二

十
七
日
の
妊
婦
相
談
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
日
時
を
お
間
違
え
な
く
。


